
公立大学法人制度の概要

※役員会（理事会）は、地方公共団体の判断（定款に規定）で設置可能

中期目標の指示、業務方法書の

認可、料金の上限の認可、中期計

画の認可、財務諸表の承認、剰余

金・短期借入金の認可、出資等に

係る不要財産の認可
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①公立大学法人の定款 議決

②学校法人より負担付の寄付の受納

議決

③公立大学法人設立時の拠出財産

議決

④評価委員会の設置及び運営方法

議決【条例】

⑤重要な財産の決定及び取扱 議決

【条例】

⑥運営交付金の予算 議決

⑦法人が徴収する料金の上限 議決

⑧中期目標の設定 議決

⑨公立大学法人の解散 議決

①中期計画を作成し、設立団体の長の認可を

受け・公表

②年度計画を定め、設立団体の長に届出・公表

③各事業年度における業務の実績について、

評価委員会の評価を受ける

④中期目標に係る事業報告書を設立団体の長

に提出し・公表

⑤財務諸表の提出

①地方独立法人の職員は、理事長が任命

する。

②理事長が副学長、学部長その他政令で

指定する部局の長及び教員を任命し、免

職し、又は降任するときは、学長の申出に

より行うものとする。

教育研究に関する重要事項を審議
（学長、学部長その他の者により構成）

評価委員会

教育研究審議機関

経営に関する重要事項を審議
（理事長、副理事長、その他の者により構成）
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※理事長とならない学長は、副理

事長となる

（＝学長が原則）

（任命）

【評価委員会の意見を聴かなければならない】

定款の変更、業務方法書、中期計画の認可・変更・終了時の検討、財務諸表の承認、剰余金・積立金の承認等

各事業年度に係る業務の実績に

関する評価、中期目標に係る業務

の実績に関する評価

・各事業年度における業務の実績、中期目標に係る事業報告書を議会に報告しなければならない。
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